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公共部門では,災害などの緊急時でもその

機能が十分発揮できるように信頼性の高いシ

ステム作りが要求されており,上下水,河川,

道路の各分野のニーズにこたえた技術開発を

行った｡エレベーターやビル設備分野では,

福祉や省エネルギーに対応した,人と地球に

やさしい製品の開発が課題となっている｡交

通,宇宙,科学,医療分野では21世紀に向か

っての意欲的な最先端技術の開発を進めた｡

また,｢すごい･かんたん･きもちいい+のコ

ンセプトのもとに,特色のある家庭電気品を

製品化している｡

自動車機器分野では,環境保全,安全性,

快適性などをエレクトロニクス技術によって

実現している｡

産業分野では,高付加価値製品を高効率で

生産する鉄鋼･化学プラントを設計し納入し

ている｡一般産業向けには,生産管理システ

ムや物流管理システム,コジェネレーション

システムなど設備の合理化,経済性向上に対

応した開発を行った｡

77■



公共･環境システム

豪雨時の雨水排水対応技術,ライフラインの確保と河川･湖沼などの公共用水域の水量･水質保全の

ための管理支援システム技術を確立し,道路広域施設管制システム,および環境保全のためのリサイク

ル技術を開発した｡

一公共システムー
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::大深度地下排水システム

近年,道路の舗装率化向上,治水事業用地確保

の難しさなどから,市街地での浸水の問題がクロ

ーズアップされている｡このような背景の下で,

治水事業を円滑に,効率よく進めるために,地下

深くの排水管路と,洪水時に確実な排水運転を行

う高機能排水機場などから成る大深度地下排水シ

ステムを開発した｡

.叫矧

山
喝
+

一一ノーーーーーr･一一一----■←伸一‾r

叫己

L⊃ご､､-･二二_..

ノ

このシステムは,従来の排水機場システムと異

なる発想に基づくことから,新しい技術の展開を

図り,(1)水路系の水の挙動を把握するためのシミ

ュレーション技術,(2)排水システムの高信頼性運

転技術,(3)省スペース化技術,(4)ポンプ設備の大

容量化技術などで治水事業推進の一端を担うもの

である｡

才

押野

大深度地下排水システムの概念図

(左)と吐出し流路の涜れ解析(上)

:;建設省荒川下流工事事務所納め河川施設統合管理システム

警鞠ぷ

訂一丁
ガマヲ
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建設省荒川下流工事事務所の災害対策室

1995年7月,建設省荒川下流工事事務所に荒川

流域の排水機場･水門･河川情報などの集中監

視,遠隔操作を行う河川施設統合管理システムを

納入した｡

このシステムは,荒川河川敷に光ケーブルを敷

設することによって構築した光ネットワークを利

用し,工事事務所の災害対策室から綾瀬排水機場,

新芝川排水機場などを集中監視制御するもので

ある｡

災害対策室には58インチ6面マルチ画面の大型

ディスプレイを設置し,CRT画面,河川ITV

(IndustrialTelevision)画像のほかに,河川情報

端末,気象協会提供情報｢ひまわり+,財団法人河

川情報センターの"FRICS''端末などが表示可能

である｡CRTオペレーションではすべてタッチ操

作としている｡



;:画像応用河川監視システム

河川管理の充実が求められるようになり,洪水

時や夜間などの巡回点検労力の縮減,異常の早期

発見および水利･水門情報のリアルタイム化な

ど,河川維持管理の高度化の一つとして,画像を

応用したシステム導入のニーズが高まってきている｡

今回,非接触センサとして河川監視用CCTV

(Closed-Circuit Television)カメラ映像を画像処

理して水位の計測および侵入者を監視する画像応

用河川監視システムを開発した｡

水位計測システムは,計測水面をカメラで監視

し,画像処理装置で数値化するものである｡量水

板目盛りを読み取る方式と,実像の水面反射また

は屈折像などを組み合わせて計測する方式があ

り,1cm精度で計測ができるうえに,昼夜連続監

視が可能である｡

侵入者監視システムは,特定区域内への侵入者

を自動的に検出するものである｡カメラで撮影し

た対象エリアの画像と基準画像との差をとり,侵

入者を検出する｡侵入者がいると警報を発して画

像の記録を行うため,従来のように人が映像を常

時監視する必要がない｡なお,侵入者を検出した

後,カメラが侵入者を追尾する機能も付加できる｡

事務所

撃義

樋(ひ)門

皿
CCTVおよび照明 皿

二/

近赤外線カメラ(昼間)での

水位計測システム

光ネットワーク

CCTVおよび

赤外線カメラ

CCTVおよび照明

匡国
水位計測

圏
/
侵入者監視

3CCD(ChargeCo]PledDe〉ice)カラー
(昼間)による侵入者監視システム

画像応用河川監視システム

::下水道雨水排水ポンプ場向け運転支援システム

遷幸云支援ガイダンス

ウインドウ

′///

雨量情報

運転支援情報の転送

情報+AN

監視制御

システム

流入量,水位予測表示

運転ガイダンス表示

10分後に,雨水ポンプ

追加起動水位となります!

制御
LAN

運転支援演算処理

運転支援
ワーク

ステーション

ローカルコントローラ

水位情報
ポ

制

l

1唱◎

ンフ

御出力

雨水排水ポンプ場

全体システム構成

雨水ポンプ場では,下水管路に流人

する雨量に応じた雨水ポンプの,タイ

ミングのよい運転が求められる｡

このシステムは,降雨情報,幹線水位

情報から下水幹線への雨水流入量,幹

線水位+L昇をリアルタイムに予測し,

雨水ポンプの運転台数または排水量設

定置を決定し,オペレータに運転ガイ

ダンス情報を提示するものである｡豪

雨時の急激な雨水ブ充入に追従した運

車云,および幹線の貯留能力を生かした

運転に幅広く対応できる｡

予測,ガイダンス情報は,ワークステ

ーションで演算し,監視制御システム

のCRTに適宜ウインドウ表示する｡
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::事例ベース型緊急時水運用システム
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::水道管路図面情報管理システム

近年,大規模の水道事業体はもちろんのこと,

中･小規模の水道事業体でもマッピングシステム

の導入を推進している｡このニーズにこたえて,

給水人口2万人の兵庫県香寺町の水道課に水道管

路図面情報管理システム"AQUAM''を納入した｡

このたび本格稼動を開始した"AQUAMAP”の

主な特徴は次のとおりである｡

(1)高性能EWSを採用したことにより,高速な図

面検索を実現した｡これにより,日常の図面検索

はもとより,断水などの事故時にも迅速な対応が

■■

水道管路図面情報管理システム

"AqUAMAP”(右)とその画面例 +
d■

最近の水道業界では,平常時の水安

定僕給だけでなく,地震などによる破

壊事故や渇水,汚染物質の混入といっ

た緊急時でも,複数の取水場,浄水場,

配水池,配水網などの施設,水資源を

的確に把握し,いかに効率よくコント

ロールするかが重要なポイントにな

ってきた｡

こうした状況の下に,事故を想定し

て事前検討した結果を格納し,実際の

緊急時に活用することのできる事例

ベース型緊急時水運用システムを開

発した｡このシステムの事例検索機

能,事故発生時事例修正機能,シミュ

レーション機能などにより,緊急時運

用案を迅速に作成することが可能と

なった｡

可能となる｡

(2)電子ファイリングシステムにカラーファイリ

ングシステムを抹用したことにより,写真や色付

き図面が原図のまま電子情報として管三哩できる｡

また,マッピングシステムと連動させることで,

給水台帳が迅速に検索できる｡

(3)給水装置情報は,料金システムの需要家情報

と連動した修正変更が可能である｡このため,常

に最新のデータを維持することができ,自然災害

時での迅速な復旧対策にも対応できる｡
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::首都高速道路公団三宅坂施設管制所納め施設管制システム

首都高速道路の東京西地区路線には,千代田･

八重洲のトンネルをはじめ多種多様な設備があ

り,さらには今後ますます進む道路ネットワーク

化に対応して,道路機能の維持を支援する施設管

制システムを開発した｡

(1)音声警報装置と運転支援機能により,トンネ

ル火災などの緊急事態にも迅速･確実な運転操作

が可能

(2)58インチ6面マルチ画面大型ディスプレイと

CRT卓により,ITV剛象を組み入れた臨場感あふ

れるマンマシンシステムを実現

(3)広域に散在する設備項目を高効率的に監視

制御

一一一一一■

盛責 ■‾‾■【一〆〆;盈
繁蔓姦扇_

慣

施設管制システム

::道路交通向け小型･高認識率の車両ナンバープレート読取り装置

道路交通情事Iiシステムに有効なセンサの一つと

して,車輌のナンバープレートを読み取る装置を

囁..
菱

き司

モヨ

開発した｡

この装置は,道路上にある監視用カメラの‾‾Fを

通過した車両のナンバープレートを痢像処理を用

いて地名なども含めた文字･数字を読み取ること

ができるもので,複数地点に設置することによっ

て地点間の所要時間の算出などが可能である｡

また,濃淡画像処理やニューラルネットワーク

を利用することにより,高速な読取りと高い認識

率が実現できる｡長寿命のLEDパルス照明を使用

することにより,従来に比べ保守作業および電力

消常も軽減できる｡

車両ナンバープレート読取り装置

::バーチャルリアリティを利用した駐車場案内板の設置シミュレーション

街区に分散する駐車場群へ車を通_i仁に誘導する

ことは,駐車場利用効率の向上とともに,大気汚

染,騒音の低減からも重要である｡一方,過度の

案内板設置は街区の景観を損なうだけでなく,運

転者の混乱を招く場合もある｡

そのため,駐車場への案内経路に治って撮影し

た実写ビデオ映像に,コンピュータグラフィック

スで作成した案内板を合成し,動向表示する技術

を開発した｡この技術により,合成動画像を見せ

るバーチャルリアリティを実現し,案内根の設置

場所や提供する情報の内容などをインタラクティ

ブに変史して,その適否を事前に評価することが

可能になる｡

巨田

¢

静

街路の実写ビデオ映像とコンピュータグラフィックス

の案内板の合成
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::湖沼の水質シミュレーション

下水道の整備などにより,汚濁源の流入を

防止し,清らかな湖沼を取り戻す努力が続け

られている｡一方,自然浄化力を回復･強化

し,浄化を促進する技術の実現が求められて

いる｡

浄化手段やその規模を決定するため,湖沼

の流れや温度,さらに動･植物プランクトン

などの生態系モデルを解いて水質変化を予測

するシミュレーション技術を開発した｡その

一例として,霞ヶ浦での四季のCOD(Chemi_

CalOxygenDemand)変化を凶に示す｡音色

の部分はCODが低い場所を,赤色の部分は

CODが高い場所を示している｡

:;プランクトン画像監視システム

湖沼の水質予測シミュレーションの例

名種
Synedrasp･

ハリケイソウ

Aste｢ionellasp.

ホシガタケイソウ

PedlaSt｢UmSP.

クンショウモ

状形

原

画

像

処
理
画
像

線 形 星 形

植物プランクトンの処理画像

円形1
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::浄水高度処理設計支援･制御システム

水源水質が悪化している浄水場では,オゾンと

生物活性炭を組み合わせた高度処理プラントを導

入し,安全でおいしい水道水を提供する計画を進

めている｡

このプラントを経済的に運転し,良質の処理水を

維持するために設計支援･制御システムを開発した｡

(1)処理水質と運転コストの面から,導入計画の

オゾン発生設備や水処理設備の仕様をシミュレー

ション評価する設計支援技術

(2)原水のオゾン消費量から水質を予測し,オゾ

ン注入量を操作する省エネルギー制御技術

(3)逆洗水量の低減と洗浄効果の向卜を図り,経

済的運転を可能とする生物活性脚及着池制御技術

湖i7て水質の悪化やあおこ発生の前兆として,植

物プランクトンの優先タイプと個体数が変化する

ことが知られている｡このような変化を速やかに,

かつ定量的に検出するための画像監視システムを

開発した｡

このシステムは,自動スキャナ付き顕微鏡から

取り込んだ植物プランクトン画像を画像処理装置

によって処理し,プランクトンの特徴ルールと照

合することで,植物プランクトンのタイプと個体

数を自動で識別するものである｡これにより,あ

おこや赤潮の発生を予測するための基本データを

得ることが可能になった｡
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設計支援･制御

システム



::使用済み家電製品リサイクルシステム

廃棄物の増大による埋め立て地不足,環境汚染,

資源枯渇などは全世界的な問題となっており,牛

急な対策が望まれている｡問題解決のためには,

従来の埋め立てを主とする処理ではなく,再資源

化を考慮したシステムヘの転換が不可欠となる｡

R立製作所は,この点を考慮して使用済み家電

製品リサイクルシステムの開発に取り組んでい

る｡主要要素技術については,通商産業省の補助

食を得て,新エネルギー･産業技術総合開発機構,

財団法人エンジニアリング振興協会からの委託研

腎Ⅴ

究として開発を推進している｡

1995年4月にはパイロットプラントが完成し,

便上削斉み家電製品を廃棄物としてではなく,資源

として再利用するための運転研究を行っている｡

処理量は1t/h,対象物は冷蔵庫,洗濯機,テレビ

などである｡

この設備は,金属,プラスチックなどをそれぞ

れ材質ごとに分別回収することにより,再資源化

率を大幅に向上させ,埋め､■/て景を総質量の10%

以下にするものである｡

プラスチック

低温破砕機

プラスチック

比重選別装置

プラスチック選別工程

磁力選別機

渦電流選別機
風力選別機

＼

鉄選別･非鉄選別工程

蚤ユ泉ふ承

破砕機室

､==㌔=ト_

常温粗破砕･

極低温破砕工程

軒こ弓去＼

∈

m

原料倉庫

而≒b二

二＼＼＼}/､

晦

ウレタン風力選別機

フロン回収装置

ウレタン選別･

フロン回収工程

ぺこ叫

済

㌢叫～㌦東

こ孝〆

前処理工程

愛

原料受け入れ
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使用済み家電製品リサイクルパイロットプラントの概要



エレベーター･エスカレーター

高齢化･高福祉化時代に期待される昇降機設備の各方面にわたる製品展開を図っている｡掲載した納

入事例,新製品･新工法は,国内外で話題性のあるものである｡
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王:420m/mi｡超高速エレベーターの稼動開始
西日本一の高さ(地下3階,地上55階,高さ256m)

を誇る大阪ワールドトレードセンタービルディン

グ(コスモタワー)で,インバータ制御420m/min

超高速エレベーター6台が1995年4月に稼動を開

始した｡

多彩なオプションを備えた個性化知能群管理シ

ステムを採用し,最先端の超高層インテリジェン

トビルの多様なニーズにこたえるとともに,810m/

min超々高速エレベーターで開発した新技術の制

振･遮音構造を採用し,乗り心地性能の向上を図

つている｡

最上階(55階)の展望台へは,インバータ制御180

m/min展望用エレベーター2台が活躍している｡

‡三大分県立図書館納めシースルーエレベーター
最近のエレベーターでは,アイキャッチャー的

な要素として,内装だけでなく外観上でもデザイ

ン的な個性や完成度がいっそう要求されてきている｡

大分県立図書館に納めたシースルーエレベータ

ーは,かごの戸と床以外はガラス製で,駆動メカ

ニズムがガラスを通して見える,ユニークな油圧

式のものである｡

このように,これからのエレベーターには,移

動手段としての機能ばかりではなく,スペースを

より効果的に彩り,視覚的なインパクトや開放感

の演出といった要素が重要になってきており,時

流に沿ったデザインを提案していく｡
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大分県立図書館納めシー

スルーエレベーター

::建設中のビル内に大量のエスカレーターを｢空中搬入+

も

担 ＼

遥i

大阪ワールドトレード

センタービルデイング
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東京都の新宿地区で最大規模のデパートとなる

新宿高島屋(1996年竣工)をメインに,同居専門店

や隣接ビル用として,合計110台のエスカレーター

が工場で完成し,鋭意据付け中である｡

一も
大型構造品であるエスカレーターは,それが設

ー‾軸L

ビルの最高層階から

搬入中のエスカレー

クー完成品

置されるビルの中でi阻み立てられるのが普通であ

る｡今回は製造工場で最終の姿まで作り込んで運

搬し,大型クレーンでビル内各フロアに直接設置

する画期的な｢空中搬入+方式を初めて採用した｡

この方式は,トータル工程長短縮の試金石であり,

今後の展開が期待できる｡



::地下鉄整備が進む中国向けのエスカレーター

■H司の大都巾を小心に地下鉄網整備が急速に進

む中で,広州市地▼卜鉄道総公司向けに64台の都巾

交通仕様エスカレーターを受注し,1996年夏から

の出荷に向けて製作を開始した｡

このエスカレーターは,1999年の全線開業を臼

指している地下鉄一号線の路線距離約10km,8

駅で様執する｡外国規格対応を含めた顧客仕様と

して,運転停止時の静止保持用ブレーキシステム,

水平走行ステップの延長,欄十の強度増しなど鉄

道施設特有の新機軸が盛り込まれている｡

::高齢化社会に対応したホームエレベーター
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普及型ホームエレベーター
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広州市地下鉄道の完成予想図

高齢化社会の進長引二伴う住環境の変化に対応し

た-浮及型ホームエレベーターを発売した｡

このホームエレベーターは,部品点数を削減す

るとともに,操作盤には押しやすい大型押しボタ

ンを採用するなど,低価桁と使いやすさを重視し

て開発したものである｡

駆動方式は,快適な乗り心地と静音性に優れた

トラクション駆動方式を採用し,駆動用電動機の

容量は他社(巻胴式)の約÷である｡
また,指定保守会社と保守契約をした場合,ホ

ームエレベーターを24時間電話回線を通して遠隔

監視することのできる端末用インタフェースを装

備している｡(発売時期:1995年4月)

::障害者のノーマライゼーションに貢献する福祉対応エレベーター
障害者が,できるだけ自由にかつ独力で行動で

きるように,公共の施設や駅舎に設置されるエレ

ベーターも,安全性,信頼性,使い勝手の向上は

もちろんのこと,普及促進のためには,設置性や工

事工法なども十分考慮する必要がある｡

今回,東日本旅客鉄道株式会社新宿駅東南口ペ

デストリアンデッキおよび同社の四ッ谷駅プラッ

トホームに納入したエレベーターは,2方向出人

口による幸いすでの利便性や,駅ホームの狭い場

所にも設置できる省スペース性,夜間短工期工法

などを追求した先駆的なものである｡
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新宿駅東南口ペデストリアン

デッキのエレベーター

FL

四ッ谷駅プラットホームの

エレベーター
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ネルギー,オゾン破壊係数ゼロの機器の開発や,監視機能を充実させた管理システムの開発を進めている｡

::夜間電力を利用した氷蓄熱式パッケージエアコン
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氷蓄熱式ビル用マルチエアコン

P`■ ワ′

室外ユニット 蓄熱ユニット

l

巳三二.+♭七′′.一=′店舗用水苔熱式エアコン

氷蓄熱式パッケージエアコン

夏季電力需要の中心である冷房用電力の夜間へ

のシフトをねらった水蓄熱式空調システムは,国

や電力会社の助成策によって普及が期待されてい

る｡こうしたニーズにこたえるため,水苔熱式パ

ッケージエアコンとしてビル用マルチエアコンと

店舗用エアコンを開発した｡

割安な夜間電力を使用した水苔熱により,昼間

の冷房消費電力をビル用マルチエアコンでは従来

機比約25%,店舗用エアコンでは同約30%低減す

ることができる｡また,店舗用エアコンでは,冬

季暖房蓄熱も可能であり,運転開始時から高い暖

房能力によっでl央適性も向上させている｡

::省エネルギーを図ったクリーンルーム用フアン付きフィルタユニット

半導体･液晶などの製造工程に設備するクリー

ンルーム用FFUは,数多く使用されることから,

消費電力の低減が要求されている｡

今回,高効率フアンの新開発,低損失機内構造

の設計,モータの高効率化などを図り,消費電力

55W/台の省エネルギーFFU(処理風量13m3/

min,外静庄29Pa相当品)を開発した｡

(1)省エネルギー:消費電力55W/台を達成(当

社従来機比20%i成)

(2)コンパクト,軽量化:本体高寸法は298mm

(当社従来機比15%滅)で,重さは25kg(当社従来

機比25%減)

::低温仕様HFC-134aターボ冷凍機
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FFU(ファン付きフィルタユニット)

プ/

低温仕様として,真駒内スケートリンクにオゾ

ン破壊係数ゼロの代替冷媒HFC-134aを用いたタ

ーボ冷i東機を納入した｡

順調に稼動中のこの冷凍機は,代替冷媒HFC-

134aを採用し,ブライン温度一150cから一5℃に

対応する低温シリーズとして開発したものである｡

容量120～600冷凍トン(ブライン温度-50cベー

ス)のシリーズ構成で,ビール工業,化学工業など

の低温分野にも納入し本格的に稼動している｡

HFC-134a採用低温仕様ターボ冷凍機



:;中･小規模ビル向けビル管理システム
延べ床面積2,000～10,000m2程度のビルを対象

とした中･小規模ビル向けビル管理システム｢ビ

ルマックスTRlOOシリーズ+を発売した｡

コンパクトな壁掛型で省スペース化を実現し,

見やすく,使いやすい,カラー液晶表示,タッチ

パネル,音声ガイダンスを採用した｡

また,基本的なビル設備機器の監視･制御機能

に加え,セキュリティシステム,監視カメラのモ

ニタ画像表示,エレベーター監視盤,配電監視シ

ステム``H-NET”などとの統合化を可能とした｡

(発売時期:1995年4月)

｢ビルマックスTR100シリーズ+ビル管理システム

:≡省スペース･省配線化を図った配電監視システム
省エネルギー法が改正され,エネルギー使用者

の省エネルギーヘの合理化推進による努力義務が

求められている｡省エネルギーの実効には,配電

系統にある設備機器ごとの合理化の積み重ねがま

すます重要になってきた｡

開発した配電監視システムは,個々の設備･機

器に対する監視ニーズに対応できるものである｡

配電系統の監視や電力量管理,および配電機器の

状態監視のほか,その内容を上位パソコンに伝送

でき,各フィーダごとの電力量なども容易に把握

することが可能である｡省スペース,省配線化も

図り,経済的にシステムが構築できる｡また,ビ

ル管理システム｢ビルマックスTRlOO+にも接続

できる｡

一l▲･=･▲･▲･←‥-▲rlノl心l---■1L･ん=_
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配電監視システム"H-NET”

:王省エネルギー･省スペースのスクロール冷凍機
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6馬力インバータタイプ 26馬力マルチタイプ

::匂

食品店舗市場での省エネルギー･省スペースな

どのニーズにこたえたインバータ冷i東機,大容量

マルチタイプのスクロール冷i東機を開発した｡

インバータタイプは低負荷連続運転が可能なた

め,とくに冬･中間期の省エネルギーに優れ,6

馬力実機モニタでは標準機比で電気代を年間42%

節約できることを実証した｡大容量マルチタイプ

では,新開発の8,10馬力シングルスクロール圧

縮機を搭載した,最大36馬力まで11機種をシリー

ズ化するとともに,冷凍サイクルをシンプル化し,

高信頼性,低振動,低騒音化を図った｡
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交通システム

鉄道のサービスレベルの向上と多様化する輸送需要にこたえるため,新幹線･在来線の速度向上快

適性の追求,効率的な運営方式へのシステムチェンジを目指して製品の開発を進めている｡

::東日本旅客鉄道株式会社納めE2系新幹線電車
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/ E2系は,1998年に開催される長野オリンピッ

クの輸送糊として北陸新幹線(束京～長野間)に投

入される車両である｡

(1)北陸新幹線の連続した急こう配に対応

(2)軽井沢～長野間での50/60Hz異周波数に対応

(3)高速走行による車内外騒音低減のため車体を

ち轡 平滑化
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(4)徴気址波対策として,先頭形状をざん新な流

線形化

(5)逆導通GTO,およびサイクロンフィルタ採用

の小型･軽量･防じん形主変換装置を採用

E2系新幹線電車

::東海旅客鉄道株式会社納め300X試験車両

この車両は,高速鉄道の理想的なシステムを追

求し,さまざまな課題を究明するために製作され

た高速試験中向〔1編成(6両)〕である｡

(1)軽量･高強度で乗心地が良く,今後の構体の

あり方を究明するための4種類の年休構造(ハニ

カム構体:5,6号車)

(2)車体傾斜装置(3傾斜)を3,61川iに採用

(3)集電部騒音を低減するために,新型のワイン

グラス型パンタカバーを採用

(4)2種類の先頭形状(ラウンドウェッジ形:6

号串)

(5)ハニカムパネルを使用した軽最排悍装置の採川

(納入時期:1995年1H)
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300X試験車両｢955形+

::西日本旅客鉄道株式会社納め223系1000番台通勤近郊電車

＼､で＼

｢丁てて丁ごく

干

223系1000番台の電車

書1■■-
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223系1000番台の電車は,

山陽本線の快速･新快速と

京阪神の東海道本線,

して最高速度130km/h

で走行する｡

主回路はIGBTを使用した3レベルⅤⅤVFイン

バータとし,主電動機を個別に制御する方式とL

ている｡また,補助電源用インバータも主Il-1路

用と共通ユニットを用いて保守部品を共用して

いる｡

(納入時期:1995年8月)



≡:山梨リニア実験線第一編成車両用超電導磁石と台車

21世紀の豊かな社会を目指し,大量高速輸送機

関｢超電導磁気浮上式鉄道+に大きな期待がかけ

られている｡

現在,山梨リニア実験線では,1997年春からの

走行実験開始を目指し,各種工事･調整試験が進

められている｡今回,この鉄道システムの心臓部

とも言える超電導磁石と台車を納入した｡この超

電導磁石と台車は,財団法人鉄道総合技術研究所

および東海旅客鉄道株式会社の指導の下,1989年

からの開発成果が反映されているものである｡

なお,第一編成車両は3両編成(全長78m)で最

高速度550km/hとなっている｡
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第一編成車両用超電導磁石と台車

::東日本旅客鉄道株式会社納め東北･上越ニュー新幹線システム
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束北･上越ニュー新幹線システムは,多様化す

る輸送需要への対応と指令･現場業務の効率向上

を目的に,新たに開発した総合管理システムである｡

(1)制御レスポンスの向上,新幹線と在来線の相

互直通運転への対応,および新たな保守作業管理

システム導入による現場支援機能の実現

(2)ダイヤ案作成から乗務員･車掌運用の立案,

現場機関への連絡まで,柔軟な輸送サービス対応

への一貫した計画支援システムの実現

(3)将来の走行を予想し,ダイヤ乱れ時の効率的

な運転と速やかな乱れ回復支援や,防災情報に従

った臨時速度別御提案

東北･上越ニュー新幹線システムの中央システム(右下)と

画面例

‡:東日本旅客鉄道株式会社納め東京圏設備指令システム

東日本旅客鉄道株式会社では,各所に分散して

いた電力,給電,信号通信,施設の各指令を統合

し,効果的に運用する｢設備指令システム+を構

築した｡このシステムは,東京圏全域の各設備を

対象とする大規模なものである｡

(1)電力系統制御と情報通信の統合化システム

(2)無停止型コンピュータを採用

(3)画像,図面,音声情報などマルチメディア応

用によるヒューマンインタフェースを実現

(4)指令支援,停電作業計画自動化などの新機能

を採用

(5)総合監視盤として大型マルチスクリーンを活用
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東北方面

電鉄変電設備:48か所

常磐嬬 取手

固
上野

蕨 新松戸

断
東京

品川

川崎

葛西

匡垂司京葉線
匝回

廃]

[亘司

設備指令システムの対象範囲
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宇宙･衛星通信システム

宇宙システムでは,火星探査機搭載品を開発し,あわせて各種地上設備を納入した｡衛星通信では,災害

時や緊急時に有効な小型可搬地球局と,マルチメディアニーズに対応したディジタルチューナを開発した｡

::火星探査機搭載のCPUモジュール

文部省宇宙科学研究所から小型･軽量化したオ

ンボードコンピュータ｢CPUモジュール+を受注
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CPUモジュール(左:表,右:裏)

::火星探査機用半導体データレコーダ

文部省宇宙科学研究所から火星探査機用半導体

データレコーダを受注した｡

このレコーダは,衛星が火星の裏側などの,地

球から不可視の部分で取得した観測データを記録

し,地上局の石†視部分にきたときに両年する装置

で,民生用半導体を用いた衛星搭載用データレコ

ーダとしてわが国初のものである｡記録媒体とし

て集積度の高いCMOS-16Mビットダイナミック

RAMを用いて,低消費電力,高速動作,小型化を

実現した｡質量についても,記録容量128Mビット

で約1kgという,従来のレコーダと比べ克と人幅
な軽量化を達成している｡また,メモリ容量の拡

張が容易にできる設計とし,今後の宇宙機の要求

にフレキシブルに対応できるようにしている｡

CPUモジュールと同様,1995年3月にプロトタ

イプモデルを開発し,現在フライトモデルを製作

中である｡

した｡

CPUモジュールは,衛星搭載用のマルチチップ

モジュールとしてはわが国初のもので,火星探査

機では観測用センサの制御および取得データの圧

縮処理などに用いられる｡このモジュールは,半

導体高密度実装技術であるマルチチップモジュー

ル方式を取り入れており,32ビットプロセッサ

"H32/200''ぉよび浮動小数点演算プロセッサ各1

個,ゲートアレー2個,1Mビットスタティック

RAM6偶の計10個のLSIを13層のセラミック基

板の両面にべアチップ実装している｡これにより,

シングルチップパッケージを用いた従来の実装方

式に比べて約志の小型･軽量化を達成した｡
プロトタイプモデルの開発を1995年3月に終了

し,基本性能を確認した｡現在1998年夏の打ち【L

げを臼指して,フライトモデルの製作中である｡
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半導体データレコーダ(プロトタイプモデル)
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王:真空自由落下方式の無重量落下実験施設

1995年2月に無重量落+F実験施設を株式会社しJ

本無重量総合研究所に納入した｡

この施設は,直径6m,深さ150mの立て坑に設

置され,100mの自由落下部と50mの制動部で構

成している｡宇宙空間と同等の,良質で安定した

無重量環境を地上で得るために,真空自由落下方

式を採用している｡

設備の主要仕様は次のとおりである｡

(1)無重量時間:4.5s

(2)無重量精度:10‾5G以下(9.81×10‾5m/s2)

(3)落下速度:42.3m/s(159km/h)

(4)カプセル外径:拍二径900×高さ2,280(mm)

(5)ペイロード容積:直径720×高さ885(mm)

(6)カプセル質量:1,000kg

(7)制動加速度:10G(98.1m/s2)

この施設は,今後本格化する宇宙実験への1ス

テップとして,実験目的の確認や基礎現象の解明

などに利用するとともに,宇宙環境利朋の予備実

験としても各研究機関や企業の間で注目されて

いる｡

カプセル

真空ロ･ノク

チャ:/ハ

巻上槻

頁空シ1･ツタ

真空チl-フ

Nolフリクション

ダンパ

No2フリクション

ダンパ

センタリングカイト

クッション

ヘローダンパ

落下実験施設

概要図
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無重量落下実験施設(写真提供:株式会社日本無重量総合研究所)

::閉鎖型生態系実験施設(ミニ地球)の建設第一期工事終了

財団法人環境科学技術研究所納め閉鎖型生態系

実験施設の実験棟建設第一期.‾‾l二事が終了し,実験

運用が一部開始された｡

この実験施設は,実験棟の中の閉鎖された空間

で,植物栽培,軌物･魚介類などの飼育を行い,

酸素や水などの物質循環量を正確に測定すること

により,自然界の物質循環のメカニズム解明に役

立てようとするものである｡このような,エネル

ギーを除いた物質の完全循環を人工的に行う施設

の応用分野として,大気環境と生態系の相互関係

の研究や地下都市･宇宙基地等での生命維持技術

の開発研究などがあげられる｡

日立製作所は,主務会社としてこの実験施設の

全体設計を二取りまとめるとともに,植物･栽培･動

物飼育モジュールチャンバ,空気処理設備,電源

供給設備などの設計･製作･施工を粗当している｡

(完成予定時期:1999年3月)

植物栽培支援モジュール棟
閉鎖系内に導入する無菌状態の苗を供給

するための組織培養などを実施

l弓

植物栽培支援横
間鎖系内の物質循環処理装置を収納

植物栽培モジュール棟
閉鎖された空間で人工光･自然光照明に

よる植物(主として作物)を栽培

l■

実験制御棟
閉鎖型生態系実験施設の運転制御および

研究開発のための実験を実施

閉鎖型生態系実験施設の第一期工事終了
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::災害発生時などの緊急連絡に適切なアタッシェケース型地球局
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近年,災害発生時や緊急時に現場との通信を適

切に確保することが課題とされている｡そこで,

端末局の機動性を高め,現場ヘアブローチできる

可搬型の地球局を開発した｡

この製品は,衛星通信を用いた非常用通信シス

テムの携帯用端末局である｡機動性に重点を置き,

小型化,軽量化を図った｡また,セットアップを

容易にするため,アタッシェケースのふた部分を

アンテナとして本体と一体化した｡これは,新し

く開発した平面アンテナおよびCDMA(Code

Division Multiple Access)技術を応用すること

によって小型化に成功したものである｡電話の送

受信を標準機能とし,静止画伝送,パソコンのデ

ータ伝送用の端子も用意している｡

システム導入にあたっては,現在,衛星通信シ

ステムを構築している利用者であれば,この小型

可搬地球局とセンター局機能の増設を行うだけで

利用することができる｡(発売時期:1995年12月)

小型可搬地球局

:王マルチメディアに対応したCSディジタルチュlナ

CSディジタルチューナ

衛星通信を利用したマルチメディアのニーズに

こたえてCSディジタルチューナを開発し,1996年

春から発売する｡

この製品は,衛星経由で送信されてきたディジ

タル情報(動画,静止画,音声,デ⊥タなど)を受

信するもので,動画の国際標準であるMPEG2の

ディジタル映像に対応できる｡また,CS(通信衛

星)ディジタル放送の暗号方式である,日立製作所

提案のMULTI2方式を使った暗号機能を組み込

んでいるので,契約者だけが視聴できる限定受信

が可能である｡さらに,地上電話回線を用いてデ

ータをセンタに戻すことが可能なため,利用した

情報に課金するペイ バー ビュー システムなど

に幅広く対応できる｡

今後,ディジタルデータ配信システムとして,

CSディジタル放送のほか,電子新聞,ホームショ

ッピングをはじめとする各種マルチメディア情報

サービスへの幅広い展開を図る考えである｡



科学機器

21世紀に向けての材料科学の進展,環境保全での測定･分析･評価技術の重要性増大,GLP菜1)･GMP※2)に象徴さ

れる測定データの高信頼性の要請などのニーズにこたえる製品･システムを開発した｡

:王300万∨超高圧電子顕微鏡

大阪大学超高圧電子顕微鏡センターから受注し

た最高加速電圧350万Ⅴ超高圧電子顕微鏡を1995

年1月に出荷した｡この電子顕徴鐘は,大阪大学

の指導の下に4年半にわたって開発製作を進めて

きた超大型システム製品である｡重さ140t,高さ

14m,最高加速電圧350万Ⅴ(常用300万Ⅴ)で格子

分解能0.14nmを持つ｡コンピュータの導入によ

り,操作性,機能性,安全性に優れた完全リモー

ト制御,観察システムを実現したこの電子顕微鏡

像は,画像処理システムによってオンライン･オ

フライン処理,記録,転送が可能である｡

今後,大阪大学では,この電子顕微鎧を新材料

の研究,LSIデバイスの構造解析,電子線照射研

究,生物試料の立体観察などに利用する｡

※りGLP(GoodL∂boratoriesPractice:医薬品の安全試験の実施

に関する基準)

※2)GMP(GoodManufacturingPr∂Ctice=医薬品製造と品質管理

に関する基準)

鰊

300万V超高圧

電子顕微鏡

+

那
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:;高性能な300kV電界放出型透過電子顕微鏡
半導体や新機能材料など,マクロなデバイス特

性が原子レベルの構造･組成の変化で敏感に影響

される｡TEM(透過電子顕微鏡)にも従来の形態観

察だけでなく,｢電顕的尺度+で微小部を位置決定

できる分析,不良解析装置としての期待が大きい｡

FE(電界放出型)電子銃の高輝度･高干渉性によ

り,分析領域に約一けたの微細化と透過像の高分

解能化へ基本性能が画期的に向上したことは,姉

妹機HF-2000で実証された｡

HF-3000形FE-TEMは,加速電圧が300kVと

高いために,0.1nmとより微細情報の高分解能観

察が可能であり,電子ビームを1nm以下のスポ

ット径に絞って特性Ⅹ線や電子エネルギー損失分

光による元素分析･状態分析がさらに高性能化し

た｡また,ビーム透過能の増加で厚い試料への対

応も可能であり,試料内のビーム散乱やプラズマ

ロスの減少で空間分離能とP/B比(PeaktoBack･

groundRatio)の良い元素分析ができる｡

(出荷時期:1995年3月)
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財団法人電力中央研究所納めHF-3000電界放出型透過電子顕微鏡
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:王液体クロマトグラフrLaChr｡mシリーズ+
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液体クロマトグラフは薬品,食品,化学工業分

野などで研究や品質管理に幅広く使用される分析

装置である｡近年GLPやISO9000対応などにより,

データの信頼性が強く要求されるようになり,オ

ペレータには保守やデータの長期保存が義務づけ

られている｡

そのため,これらの業務を支援する新しいコン

セプトの液体クロマトグラフ｢LaChromシリー

ズ+(L-7000シリーズの愛称)を開発した｡このシ

リーズでは,データ処理装置にネットワークシス

テムとの接続やマルチタスクを重視した高機能

OSを用い,LIMS(LaboratoryInformationMan-

agementSystem)への接続を可能にした｡

また,このデータ処理装置上で動作するマルチ

メディアヘルプシステムをあわせて開発した｡

このシステムは,CD-ROMを用いた新しいヘルプ

システムで,保守の方法や部品情報,トラブルシ

ューティングを音と画像と文字情報でわかりやす

く説明できるものである｡

液体クロマトグラフ｢LaChromシリーズ+

‡:イオンガイド搭載の高感度液体ク｡マトグラフ/質量分析システム

LC/MS(液体クロマトグラフ/質量分析

計)は近年ますます高性能化が進み,製薬,

医･農薬,食品,環境,科学増査などに広

く普及し始めている｡

この装置は,日立製作所が独自に開発し

た,大気圧イオン化法を用いたLC/MSシ

ステムによってその発展が支えられてき

た｡今帆オフ ァクシス イオン ガイドを

開発し,さらに感度向上を実現したM-1200

AP形LC/MSシステムを製品化した｡

オフ ァクシス イオンガイドは,イオン

の偏向,収束作用を持つ静電界を形成し,

イオンビームを通過させることにより,分

析に有用なイオンの利用度を上げる一方,

ノイズ源となる中性粒子の影響を大幅に減

少させることにより,高感度化を図るもの

である｡また,LC/MSシステムで10数ピコ

グラム(1pg=1×10‾12g)オーダの測定

を日常化することができる｡付属装置の脱

塩システムにより,不揮発性塩を含む移動

相を使用しての分析も可能である｡

(出荷時期:1995年7月)
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中性粒子の除去によってさらにSN比を向上させた

LC/MSシステム"M-1200AP”



;:DNA測定用分光光度計システム

U-21_00形分光光度計は,コンパクトで表示部に

大型液晶を採用しており,ROMカードを装着する

ーご怒乙 ,一三貨

1､j恥:-■■■■

U-2801形分光光度計

::土壌分析･診断システム

農業生産の向.Lと環境保全のために,土壌の利

用形態別に健康状態を把握し,適切な施肥量を決

めることが重要視されている｡

開発した土壌分析･診断システムは,(1)各農家

からの検体受付登録,(2)可給態成分を⊥嘆から抽

出する前処理部,(3)石灰,苦.1二,カリ,窒素ほか

微量要素などの土壌成分の含有量を測定する分析

部,(4)分析結果から帳票作成や土壌診断を行うデ

ータ処理部で構成するもので,分析作業の自動化,
省力化を図った信頼度の高い分析処理能力を持

ち,多くの検体数が処理できる｡

(汁.荷時期:1995年12月)
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S-3200N形走査電子墨頁微鏡
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だけで,従来のはん梢光度計からDNA(デオキシ

リボ核酸)判定朋の分光光度計システムに変身し,

核酸･タンパク測定がスピーディに行える｡

分光技術による明るい光学系とマイクロセル

(最小試料量5一見)により,(1)RNA(リボ核酸),

ssDNA,dsDNAの濃度,(2)Tm値(理論的融点),

モル濃度,タンパク質濃度,(3)此演算(260,280

nm),核酸の純度判定が‾吋能である｡

また,測定データの信頼性の点からも装置の

GLP･GMP対応が必要であり,豊富な品質保証情

報を提供する｡

(出荷時期:1995年10月)

土壌診断

検体受付 施肥情報
前処理ロボット

(ひょう量,抽出なと-')

民

自動化学分析装置
(苦土,カリ,窒素など)

二遇
原子吸光装置
(鉄,亜鉛など)

一≠ヂらノ+古ト■､`■1■▼‾`)

チータ処王里部

土壌分析･診断システムの構成

絶緑物や含水試料を前処理なしで観察できるナ

チュラルSEMシリーズの最上位機種として,

S-3200N形を開発した｡この装置はあらゆる分野

の研究･開発から生産ラインの品質管理に至るま

で,幅広い用途で使用される｡

(1)マウスと日本語グラフィックメニューによる

操作

(2)2,048×1,920画素の高精細画像メモリ搭載に

よるディジタルズーム機能

(3)オート ガン アラインメント,オート フィラ

メント サチエレーションの新自動化機能

(4)高画質,高解像度の新開発電子レンズ

(出荷時期:1995年3月)
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医療機器

医療機器は,性能はもとより,患者の不安感を取り除き快適性を考慮した設計が求められている｡これ

らのニーズにこたえて,新しいコンセプトの下に,使い勝手の良い機器,システムを開発した｡

::高磁場超電導型MRイメージング装置

灯
派響Ll

J虎
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超電導型MRl装置"STRATIS”

:王オープン型永久磁石MRイメージング装置
0.3Tオープンガントリ型永久磁石MRイメー

ジング装置を製品化した｡

この装置では,垂直磁場方式磁気回路のヨーク

形状を前面210度の開口部,後面70度の範囲に開放

した新しい磁石形状としている｡これにより,被

検者への圧迫感の大幅な軽減とオペレータの操作

性向上を図った｡また,永久磁石の特長であるコ

ンパクト性,設置性,経済性などを継承しながら,

新開発の渦電流フリー磁気回路,各種高感度RFコ

イル,最新ソフトウェアにより,いっそうの高画

質化と撮影時間の短縮化を図った｡一般画像診断

分野のほか,特に整形分野での応用が期待できる｡

(株式会社日立メディコ)

(出荷時期:1995年9月)

::lVR対応アームレスX線テレビ装置

今回製品化した1.5T(テスラ)超電導型MRI

(磁気共鳴診断)装置は,小型･軽量(3.2t)超電導

磁石を用い,最大15mT/mアクティブシールド型

傾斜磁場コイルにより,高画質と高機能を実現し

た高磁場MRIである｡

臨床はん用性を重視し,高均一度静磁場,高精

度傾斜磁場システム,ディジタル高周波系,最新

の計測ソフトウェアにより,高速撮像,高分解能

像,MRアンジオグラフィなど高磁場機としての

優位性を持っている｡これにより,一般画像診断

のほか,脳ドック検診用としても注目され,臨床

分野でその力を発揮することが期待できる｡

(株式会社日立メディコ)

(出荷時期:1995年6月)

帝

璃転き

三'l

永久磁石型MRイメージング装置"AIRIS”

天井走行支持器によって支持されたⅩ線管装置

がサーボ制御で高精度に撮影台に追従する,ディ

ジタルラジオグラフイ専用システム"MEDIX-

900DRI'を開発した｡

このニュータイプのⅩ線テレビ装置は,テーブル

周囲がすべてワーキングスペースとして利用で

き,かつテーブル自身の昇降動作や被検者を動か

すことなく映像装置側ですべて位置決めできる新

機能付加などにより,近年普及が著しいⅠVR(イン

ターベンショナルラジオロジィ)に本格的に対応

できるものである｡(株式会社日立メディコ)

(出荷時期:1995年9月)



::ヵラードップラー付き普及形超音波断層装置

ミ三…謂賢;…､+仏珂孝三妄きぎ家感'

′∨〟叩閉汲

EUB-525形超音波断層装置

::css型健診データ処理装置
間発した健診データ処理装置｢ヘルゼア+では,

パソコン使用のCSSで,使用者側でのシステムカ

スタマイズを可能にし,各種の健診に対応でき,

健診施設の効率的運用を可能にした｡

主な特長は,(1)入力画面･帳票け■力･報告書･

統計表を使用者側で設定･変更することが可能,

(2)データベースはORACLE採用のため,市販の

表計算ソフトウェアで蓄積データを有効活用する

ことが可能,(3)ネットワークを介して画像管理シ

ステム･医事システム･放射線科情報管理システ

ム･臨床検査システムの接続が可能などである｡

(株式会社日立メディコ,H.屯ソフトウェアエンジ

ニアリング株式会社)(発売時期:1995年3月)

開発した超音波断層装置"EUB-525''は,20種

類以上の高相細探触子(最大192素子)が接続でき,

二次元画像処理や連続安波ダイナミックフォーカ

ス技術により,上級機並みの高画質が得られる横

幅450mmのコンパクトなカラードップラ一機能

付きのものである｡

新機能として広視野経月室(ちつ)探触子による

200度表示,90度画像回転,8倍パンズーム機能を

‾吋能とした｡また,ルーチン検査の手順を登録し,

ワンタッチで設定できる新開発のプリセットオペ

レーション機能やトラックボールを中心にモード

キーを配置した操作パネルなどによって使いやす

さを追求した｡(株式会社日立メディコ)

リモート保守

基本システム ′ -ム

サーバ

画像管理 放射線科価報【=:コ

無停電 パ･ソクアワ7 システム管理システム

医事臨床検査

電鍵置 差置･ヲリン,[lモデムl
l._

T T 一 丁

r‾｢･ ｢1. オンライン

』;
__二上

インタフェース

システム システム
-′′ -′′ -′′

クライアント
′

光学圭字l白桃査麟l…
プリンタIl決憎定一

CSS型健診データ処理装置｢ヘルゼア+のシステム構成

::光磁気ディスクを用いた高速遠隔診療支援システム

東京工業大学の人山教授と共同して,診療所の

主治医と病院の専門医が,同一の医川画像を参照

しながらカンファレンスを行う診療支援システム

を開発した｡

河像データはIS&C*で事前に搬送し,ISDNl叫

線では酬象処理などの制御データだけを伝送する｡

(1)離れた2ノ.烹間で向一画像を表示す

る応答速度を,従来法よりも約2けた

'戦∴､∴∧-

こ吋 山ヤー＼

て㌻七う
_.一戦㌦`取ノ ＼ww州W∴二

∴-く､)/ノ｢
"一一一一′

遠隔診療支援システム(プロトタイプ)

高速化

(2)制御データの高速･高信頼伝送手

順により,画像の濃度階調を約0.1秒以

内とほぼ実時間で変更できることを確認

(3)性能の異なる端末間でも画面表示

を完全に同期できることを確認

(発表誌:1995年電子情報通信学会総

合人会講演論文集)
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::ナビゲーション機能を持つ血液自動分析装置
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近年,臨床検査は一括集中形の検査から緊急･

救急･救命検査や,診察前検査などの常時受け付

け形の迅速処理が重要視され,医師や看護婦など

が容易に操作できる装置が必要とされてきた｡

今回,日本語ナビゲーションに従って操作が可

能な機能を搭載し,小型で低価格な血液自動分析

装置を開発した｡

検査の効率を向上させるため,分析を開始する

と測定終了時間を表示したり,測定の終了をポケ

ットベルで知らせるなど,使い勝手を重視してい

る｡検体処理能力では,小型ながら200テスト/hと

ルーチン分析にも使用できる｡

(出荷予定時期:1996年1J])

::総合検体搬送システム

_/¢
ヽゝン ㊥◆

新野

≠

検体搬送システムの構成モデル

::遠隔健康相談システム

高齢者が住み慣れたわが家で健康な年三桁を過ご

せるように,医師や保健婦が遠隔から健康相談に

応じることができるシステムを開発した｡

(1)テレビ電話による遠隔健康相談:お互いの様

子を動画で見ながら会話が可能

(2)医師に対する健康相談用データ提供支援機

能,在宅高齢者の毎[†の血圧,脈拍,体温などの

自動収集機能,および高齢者の生活情報･医療情

報のパソコンによる管理･検索機能を搭載

(3)医師と訪問看護婦間の指示･報告データ交

換:訪問看護婦は携帯端末により,いつでも,どこ

でも医師とのデータ交換が可能

J彪乾坊静紺野グ

1■-

了OZO形血液自動分析装置

嘗】｡▲
■

鳳寸二大学病院,地方自治体病院を中心に検体検

査の自動化･システム化が進められ,検査結果の

迅速報告,省力化,感染防止などに効果を発揮し

ている｡

日立製作所は1994年から組立大学病院5施設を

はじめ,すでに60台以上の検体搬送システムを納

入した｡これらのシステムでは,自社の血液自動

分析装置だけでなく,他社の免疫血清検査装置,

尿検査装置などをオンライン化し,オープン化を

積極的に推進した｡これにより,従来の生化学検

査中心のシステムからその枠を広げ,検体搬送の

自動化･システム化をさ七に押し進めた｡

匪童

ワオ‾⊥ビュ‾ 蒜;島田:;㌻芸二;i"

相談支援用パソコンの画面例



家庭電気品

｢すこしl,かんたん,気持ちいい+を共通コンセプトに,環境に優しく,使い勝手の良い商品を開発推進し

ている｡

::省エネルギーと総合空調を実現したルームエアコン

室

``RAS-259GX”(上:主に8畳用)と

"RAS-289GX”(下:主に10畳用)

::ベストレイアウトを目指した新形態の冷蔵庫

人F乱‾T二学の面から各室を使用頻度の順に,上か

ら冷蔵,野菜,冷凍庫として,使い勝手のいっそ

うの向上と省スペースを両立させた新形態の冷蔵

障を開発した｡

(1)野菜室の中段化と内蔵2段引き出し化で,操

作性と収納性を飛躍的に向上

(2)新構造化によって生じた有効スペースで冷凍

室を拡大し,クラストップの115Lを実現

(3)高効率圧縮機とそのトルク制御,新放熱方式,

高効率直流ファンモータなどの開発により,従来

機比約30%減の省エネルギーを実現

(4)オゾン層破壊係数ゼロの特定フロン規制に対ん』

::コンパクトボディの大容量全自動洗濯機

●

ヽ､も

新しい空気の流れ｢新呼吸流+で省エネルギー

と暖房能力を向上し,システム化によっていっそ

う質の高い総合空調を実現したルームエアコンを

発売した｡

(1)運転時に前面パネルが大きく開き,多量の空

気を効率的に循環する｢新呼l吸流+により,年間

電気代を当社従来機比約15%低減

(2)分岐ユニット(別売り)ともう1台の室内機を

プラスし,室外機1台で経済的な2部屋空調が可能

(3)｢加湿･換気ユニット+(別売り)により,エア

コン本体の冷房･暖房･除湿機能に加え,加湿と

換気も可能

〔発売時期:1995年9月(RAS-289GX),1995年10

月(RAS-259GX)〕

(野菜室上段

ケース)

(野菜室)

(上段冷凍室)

(下段冷凍室)

警

宗

8チ

"R-S43MVP”(有効内容積:425L)

一■一野菜室

コ棚

コンパクトボディの全自動i先濯機｢静御前お湯

取物語+標準容量7.Okgタイプを発売した｡

(1)大口径7kgステンレス槽を6kgと同じボデ

ィに搭載し,設置性を向上

(2)上･下部から噴き出すシャワーと大型のピス

トンパルで洗剤を速く溶かし,布動きをよくして

洗浄力をアップ

(3)独自の｢l叫転水流+により,布団･毛布など

の大物洗いに加え,ドライマーク表示のおLやれ

着洗いを実現

(発売時期:1995年10月)

｢静御前お湯取物語+``NW-7S''
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::竜巻原理を応用した掃除機

ノ0.
ぞ.′

R▼‾､1二の掃除機40周年記念商品として,強力な吸
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｢たつまきパワーかるワザ+"CVJ〟62”

込力の｢たつまきパワーかるワザ+"CV-W62”を

発ノ己した｡

(1)吸い口に取り入れた空気を利川して竜巻を起

こし,床のごみを巻き_Lげて吸い取ることにより,

吸込力が向上した｡

(2)新開発のモータで,吸込仕事率500Wを実現

し,また,コンパクト設計によって小型･軽量化

を凶った｡

(3)掃除場所や使う人の身長に合わせて延長管の

長さが簡単に調節できる｡

(発売時期:1995年11月)

::ヵメラが本体から外せる液晶Hi8ビデオカメラ
カメラを本体から外し,本体にテレビチューナ

を内蔵することにより,新しい振り方や多目的な

使い方が楽しめる高画質液晶Iii8ビデオカメラ

を発売した｡

(1)カメラが本体から簡単に外せることにより,

多彩な撮影が楽しめる｡

(2)カメラ部がJIS7級防水であるため,水lい撮

影まで撮影環境が広がる｡

(3)テレビチューナ内蔵により,ポータブルの

｢テレビデオ+として楽しめる｡

(4)映像通信ターミナル"VG-Al''と組み合わせ

て,テレビ電話システムとして映像コミュニケー

ションが楽しめる｡(発売時期:1995年7月)

::マルチウインドウのワイドテレビ

｢マルチウインドウ+のワイドテレビ

禿ぎ①

｢+oy&freeはなれワザ+"VM-HOOL”

(画面ははめ

込み合成)

テレビ放送もマルチメディア時代を迎え,地上

波放送に加え,BS･CS放送,CATV放送とチャネ

ルが増えている｡

数多いチャネルを効率よくチェックして選べる

｢マルチウインドウ+を開発し,1995年9月に"C32･

C28+-IE50''テレビに搭載し発売した｡(1)マルチ

ウインドウ(9･7･3･2画面),(2)キドマトロン

ブラウン管採用〔明るさを30%向上(従来機の32型

比)〕,(3)高画質三次元Y･C分離回路採用,(4)高

音質三次元サウンド(スぺシヤライザ)採用,(5)

ワイドクリアビジョン放送識別回路採用,(6)音

声記録･再生(テレビ伝言)可能などの特徴を持つ｡



::39型超薄型ハイビジョンテレビ

39型超薄型ハイビジョンテレビ

ハイビジョン放送の充実やワイド放送開始に対

応し,迫力ある高精細なハイビジョン映像が楽し

める,リビングサイズの39型大画面ハイビジョン

テレビを,14型テレビ並みの奥行き(39,5cm)で

実現した｡

(1)新開発(MUSE)デコーダを採用,(2)ワイドク

リアビジョン放送の水平高画質化(HH)回路に対

Jふ(3)現行放送も新1125コンバータで走査線を

1,125本に変換し,きめ細かく両年,(4)ワイド適

応輪郭補正,速度変調,三次元サウンドスぺシヤ

(慧慧笠誌め)ライザなどの高画質塙音質蛸を採用,(5)オートワイド機能,セットフリーディジタル コンパ

ーゼンスで簡単操作などの特徴を持つ｡

王:小型･軽量の簡易型携帯電話
公衆PHSのサービスが,1995年7月から首都圏と

札幌で,同年10月から全国でスタートした｡そこで,

公衆･家庭兼用の簡易型携帯電話｢パルディオ102

H+(NTTパーソナルグループ納め)を販売開始した｡

(1)小型(約150cc),軽量(約180g)ながら連続通

話5時間､連続待ち受け時間100時間を実現

(2)バイブレータ着信機能により,人の集まるに

ぎやかな場所で着信呼出しを振動で通知

(3)フリッパ方式の採用で,周辺の騒音や風切り

音の妨害,ポケットの中での誤操作を防止

(4)電話帳機能100件,ヒストリダイヤル5件など

の多彩な機能を搭載

‡;多機能パーソナルファクシミリ

｢実写文メモリ+"HF一丁B2”

う宗■〟

簡易型携帯電話｢パルデイオ10ZH+

多機能タイプのファクシミリ｢美写文メモリ+

"HF-TB2''を発売した｡記録紙を50mとし,大

容量メモリと相まってビジネスユースにも対応で

きるようにした｡

(1)B4原稿が送受信でき,50mロール紙に対応

した｡

(2)2Mバイトの大容量ICメモリにより,同報送

信紙切れ代行受信,時刻指定送信,留守番電話機

能を実現し,記憶容量はA4標準原稿約120枚である｡

(3)オートカッタ,自動給紙,OAインタフェー

ス,セレクト受信,短轟宿ダイヤルなどファクシミ

リ使用の場面を想定した使いやすい機能を搭載し

た｡(発売時期:1995年6月)

社
会
･
産
業

家
庭
電
気
品

101■■l



動車機器

従来以上に社会性が要求される車道りの中で,環境保全,安全性,快適性,そして経済性の追求を,

エレクトロニクスの応用によってバランスよく実現することを目指している｡

::電気自動車の性能向上を実現した交流駆動システム

ぐユ

虹Ⅷ

葵′_主戦空遡磨
▲､･=71･8Z

ヾ

h
"､

一〆一･-
亀軋

100Ⅰ

口産自動車株式会社が1995年1月に発表した

｢アベニールEV+車用として,交流駆動システムを

開発,納入した｡

電動機は,最適磁気回路設計で小型化を図り,ア

ルミフレーム構造の水冷式を新たに採用した｡イ

ンバータは,マルチパス構造の水冷式ヒートシン
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クにより,IGBTおよび各種部品が効率よく冷却で

ラ きる構造とした0さらに制御回路をインバータに

ユ巴

｢アベニールEV+車(左)と,搭載された誘導電動機(右

上)およびインバーク(右下)

内蔵し,外部配線を簡略化した｡また,最高効率追

従型ベクトル制御方式を開発し,駆動系の効率向

上を図った｡その結果,同一出力比で,質量･容積

とも20%以上低減した(当社従来比)｡

::交通渋滞の改善に貢献する道路交通情報通信システム

情報通信技術を駆使した新しい道路交通システ

ムの一つとして1996年春にサービス開始予定の

ⅤICS(VehicleInformation and Communication

System)は,渋滞･事故などの情報を電波ビーコン,

光ビーコンおよびFM多重放送の3メディアを介

して車に提供し,交通の安全･円滑化を陛Iることを

目的としている｡

このⅤICS対応として開発した電波ビーコン路

上機は,屋外に設置するために耐環境に留意し,一

方,ビーコン車載機は,電波･光の信号処理系を共

用化し,小型･軽量化を図り,高信頼性を実現した｡

車内表示イメージ

窃覇

l光ビーコン

赤外光h
短幸場情報 光ビーコン才芸受光部

現在位置情報 ナビゲーション

道路交通情報
ディスプレイ

0ヒ
l道路案内情報

l 光ビーコン送受信機

路上送信機

表示ユニット

電波ビーコン

〆uHF
電波ビーコンアンテナ

ナビゲーション

ユニット

電波ビーコン受信機

道路交通情報通信システム

::表示機能を向上させたカーナビゲーションシステム

バードビューTM地図表示例

日産自動車株式会社,ザナヴイ･インフォマテイ

クス株式会社と共同でカー ナビゲーション シス

テムを開発し,1995年4月に発表した｡

このシステムに,自専任置後方の上空から前方

を見渡す三次元地図｢バードビューTM表示+の機能

を持たせた結果,現在地付近は詳し〈,かつ前方は

るか地平線まで同一画面で見渡せるため,奥行き

感のあるわかりやすい表示が可能となった｡位置

測定は,車速センサとジャイロセンサおよびマッ

プマッチングの組合せ方式を採用することによ

り,GPS(GlobalPositioningSystem)衛星の電波

が届きにくい市街地でも高精度に位置が求められる｡



::米国排出ガス規制強化に適応したエンジン制御システム

米出での排机ガス規制強化に適応したエンジン

制御システムを実用化し,1995年6月に市場投人

した｡

有害な排出ガス成分は主にエンジン冷機時に排

出される｡そこで,排気バルブ付近に二次空気を

導入し,未燃ガス(特に炭化水素)の反応による触

媒の早期活性化により,有害成分の排山量を大幅

に低減した｡さらに,燃料タンクから発生するガ

ソリン蒸気を多量にエンジンに導入しても排肘ガ

ス成分と運車云性を悪化させないパージバルブ制御

方式を確立し,排出ガス規制値を満足させた｡
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::搭載性を向上させた小型･軽量な熱線式空気流量センサ

燃料噴射システム円として,空気の質量流量を

直接検出できる熱線式空気流量センサが,世界的

に普及している｡今回,小型,軽量,使い勝手(搭

載性)をさらに｢ら1_Lさせるため,脈垂加充を緩衝する

バイパス通路をセンサに一体化し,吸気通路のど

の位置にも搭載‾吋能とした(プラグインタイプ)熱

線式空気流量センサを開発した｡あわせて,高速

応答性,耐じんあい汚損性の向上を図った｡さら

に,ボディ付きの場合は,その材質を樹脂化して

質量を40%低減した(当社従来比)｡

(出荷時期:1995年9月)
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プラグインタイプ熟練式空気流量センサ(左)とプラスチックボディ

三三吸気量を自動制御するスロットルボディ

日産自動車株式会社が1995年6月に発売Lた

｢セドリック+,｢グロリア+車用として,トラクシ

ョンコントロール用電子制御スロットルボディを

開発し納入した｡このスロットルボディは,雪道

など寸骨りやすい路面でのタイヤのスリップを防止

するため,エンジンに供給する空気量をモータで

自動的に絞る機能を持っている｡今回,搭載性を

向上させるため,別部品であったモータ駆動機構

部をスロットルボディに一体とし,スロットルバ

ルブを直接コントロールできるようにした｡

この技術を応用し,さらに燃費向_.L,運転性向

上を図るため,スロットルバルブを常時電子制御

する製品の開発を推進中である｡

磨軌‖朋制 ∫′1■郎.
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トラクションコントロール用電子制御スロットルボディ
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盈
高機能鋼材の製造,生産効率の向上などのニーズにこたえて,鉄鋼プラント分野では新しい圧延技術の実用化を図

つた｡化学プラント分野ではスチレンモノマー,医薬プラントなど特色あるエンジニアリンクを行った｡

;;ファインスチール用rUC一肝ミル+の稼動

近年,高張力鋼やICのリードフレーム,シャド

ーマスクのような電子機器用鋼材など,従来の一
般鋼材にはない高い機能を持つ鋼材｢ファインス

チール+のニーズが大幅に拡大している｡これら

の鋼材には,硬質,薄板材であると同時に根形状,

表面性状などで,高い品質が要求される｡このニ

圧延での,いっそうの品質向上に寄与できると考

える｡

実機は1995年度に東洋鋼飯株式会社下松工場と

日立金属株式会社安来工場に納入し,

稼動中である｡

現在順調に
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ーズにこたえて,｢UC11Fミル+(F

はFineの意)を開発した｡

この ミルは,母材0.18～2.5

mmを25～500I▲mに仕上げるもの

である｡硬質,薄板材圧延のため

に作業ロール径を80～120mm¢

に小径化し,小径化に伴う水平た

わみを防止するためハードウェ

ア･ソフトウェア両面でくふうを

凝らしており,UCミル本来の優れ

た形状制御能力を発揮させてい

る｡ファインスチールをはじめ,

特に,表面品質の厳しい高級薄板
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UC-1Fミル(基本特性確認用日立工場試験設備)

::韓国光陽製織所納めタンデムコールドミル

甘乱 蜜月ヨ象髪
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題野
稼動中の光陽製董鼓所No.3PL一丁CM

→

近年,什界中で新設されるタンデムコールドミ

ルでは,操業効率向上,生産性の向上,および省

力化,労働環境の改善を目的として,高度の自動

化を図り,複数.二Il程を直結し,停止することなく

圧延できるPL-TCM連続酸i先タンデムコールド

ミルが主流になっている｡

そのため,これらを実現する基本技術として,

HYROP-F,UCミル,ワークロールシフトミル,

カローゼルリールなどの機械設備,および交流可

変速ドライブシステム,MICA(ModularInte-

grated Concept Architecture)システム,EIC

(Electrical,Instrumentation&Computer)統合

システムなどの電気設備の新技術を開発してき

た｡韓国POSCO社向けにこれらの機能をすべて

織り込んだ自動車鋼板製造用の大型タンデムコー

ルドミルを製作中である｡主な仕様は,(1)設備型

式:5TCM,令スタンドUCMW,(2)板幅:

700～1,890mm,(3)生産量:年間180万tである｡

なお,同様な設備を韓国の現代鋼管社,タイ国

サハビリア社向けにそれぞれ製作中である｡
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::最新鋭HCXステッケル圧延設備の稼動

ステッケル圧延設備は,約60年前に発明された

比延方式である｡1985年スペインのアセリノック

ス社向けに,そして1987年フィンランドのオート

クンプ社向けに日立製作所が最新鋭設備を納入す

ることにより,一躍ステンレス圧延の最適ミルと

して再認識されるに幸った｡その後,新しいタイ

プのミルHCX(HighCrownControIWork Roll

CrossMill)を開発した｡今回,このHCXを仕トミ

ルとして採用したスチッケル旺延設備を日本冶金

工業株式会社に納入した｡

この設備の特徴は,高品質かつ多量のコイル生

産と少量多品種の広幅厚板生産を両立させている

ことである｡また,圧延材に傷を光年させない,

衝撃の小さい巻取装置を備え,かつロールの摩耗

対策としてRSM(Ro11Shaping Machine:イン

ラインロール研削盤)を粗ミル,仕上ミルともに採

用している｡さらに主モータドライブ装置として

GTOを採用し,高応答速度制御を実現している｡

この設備は1995年9月に圧延開始後,順調に_斗二上

り中である｡

::新熱間圧延設備rHi【Hotシステム+

近年,世界的にホットコイルが不足傾向にある｡

特に台湾,韓国をはじめ東南アジアで需要が増大

しており,コンパクトでかつ高性能な熱闘比延設

備が期待されている｡

このニーズにこたえて,新熱間柾延設備｢Hi-
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日本冶金工業株式会社納めステツケル圧延設備仕上ミル(HCXタイプ)

Hotシステム+を開発した｡このシステムの目標と

するfl三産規模は年間100～300万tであり,またラ

イン良は従来の約30～40%短縮可能である｡

主な設備特徴は次のとおりである｡

(1)粗上土延設備:｢2Hi-Twinミル+を採用し,

⊂三重ニコ

転

＼覇露

2H】一丁wln粗ミル

1パス2回圧延

安定圧延

ライン長束巨編

保守容易

ライン長短絹(185■¶二2001×11T¶スラフ時)

(従来比30～70m短縮)

UCミル仕上ミル

高圧下圧延

高性能板クラウン･形状制御
フラットワークロール採用

＋

R【-11Shap■ngMachlne(RSM)

ロール組み替えサイクル延長
ロール表面粗度良好

｢Hi-Hotシステム+のレイアウト

一つのハウジング内に2組のワーク

ロールを設け,1担lのパスで2回の大

1七‾卜圧延が可能

(2)仕上H二延設備:前段大径ワーク

ロール4H,後段小径ワークロール6

fIの採用によって億庄ド薄物圧延が

‾叶能

また,300mmを超える帖止‾卜が七†

能なスラブサイジングプレスの採

用,最適仕トミル形式,最適ミル台数

の選定など,ユーザーニーズに適切に

こたえるシステムとしている｡
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:三三菱化学株武舎社向け最新プ地ス採用の大型スチレンモノマープラントの完成
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三菱化学株式会社鹿島事業所向けスチレンモノ

マープラントの建設が1995年7月に完成した｡こ

のプラントは既設プラントを改造したもので,改

造後はわが同最大級のプラントになる｡

このプラントの第一の特徴は,世界が注目する

新プロセスがスチレンモノマー反応部に採用され

ていることである｡このプロセスは三菱化学株式

会社とUOPが共同で開発したもので,エチルベン

ゼンの脱水素反応で生じる副生物の水素を酸化燃

焼させ,反応に必要な熱を補給するとともに,エ

チルベンゼン車云化率を向上させることができる画

期的なプロセスである｡

日立製作所は,世界で最初の商業プラントの実

績となったこのプラントの設計,製作,調達,建

設工事一式を担当した｡
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;王FDA規範適合医薬原体製造設備の完成納入

1995年8月に宇部興産株式会社宇部ケミカル工

場に医薬原体製造設備を納入した｡

この設備は,コンピュータによって全自動化さ

れた最新鋭の設備であり,厚生省のGMP(Good

Manufacturing Practice)はもとより,米国FDA

(Food and DrugAdministration:食品医薬.甘,

局)の規範にも適合するものである｡
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口立製作所は,エンジニアリングのほか,機器･

電気品･計装品･現地工事･実液試運転の一括納

人･施工とバリデーションサポートを行った｡

この設備では,消炎鎮痛剤,血圧降下剤が生産

されるほか,今後,新規開発品の上市による設備

の増強が期待されている｡
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宇部興産株式会社

宇部ケミカル工場納め

医薬原体製造設備



産業システム

各種設備の合理化経済性向上のニーズにこたえて,生産管理システム,物流管理システム,シミュレーション技法な

どを開発した｡新しい電源システムとしては,大型ガスタービンコジェネレーションシステムの納入を開始した0

:王スクラップヤード自動化システム
鉄鋼電炉業では鉄スクラップは原料にあたる｡

開発したこのシステムは,これを保管搬送するヤ

搬送台車

/屯受入トラック

ホッパ

スクラップ

:::妄=::=

天井クレーン

ードをわが国で初めて完全自動化したものであ

る｡システムの臼的は,ヤード内搬送設備をオン

ライン化し自劾制御することにより,管理精度向

上,搬送保管効率向.Lと,製鋼工程での品質向上,

生産偵価の低減を図ることにある｡

システムは,ヤードの人出作業を行う搬送台車,

大井クレーン,出庫スクラップを一時保管するホ

ッぺおよびヤード全体を管理制御するFA計算機

から成る｡

このシステムがトーア･スチール株式会社鹿島

製造所で1995年5月に稼動を開始した｡

スクラップヤードの全体

::液晶ディスプレイ用カラーフィルタ製造システム
エステイーアイ テクノロジー株式会社では新

居浜市に月産20フJ枚(10インチ型換算)のカラーフィ

ルタ量産工場を建設し,1995年3月に稼重力を開始

した｡

日立製作所は,システム基本設計時からエンジ

ニアリング支援を行い,クリーン化空調,無人搬

送,一貫生産ライン,進度管理の各システムを納

入した｡

(1)ライン装置および搬送系での徹底したクリー

ン環境の確保と無人搬送システムの採用により,

製品の品質が向上

(2)装置間接続装置の開発による一貫ラインの実現

と進度管理システムの導入により,稼動効率が向上

::画像処理応用バーコード認識システム

”lP2000''画像認識装置

虚マルチカメラユニット
(カメラ複数台内蔵)

+

∠フ

タ光電センサ
(商品検知用)

照明
之萱;≡≡芸:写

一■-

(バーコード)

12 3 4 5 6 7 8

自動倉庫コントローラ

コ
表芸‾ヲ

自動倉庫

[コ
工程別小日程

スケジュール

作業進度･実践

イーサネット*

ライン管理ハソコン

.巾｢･作業指示螢●実績収集
業実績↑

CPリ

リンク

装置
′＼ソ

ファ

カセントトD 書J.巨ナンバー

看たみ込み璽合 岩重み込み葵学会

CP〕

リンク

装置
7ァ

生.産管理

ハソコン

ニ｢-】
こ季t>
｡基:席t

CP]

リンク

装置

RGB生産ライン

アン

ローダ

スケシュール入力

実績管理

ラインモニタ

鎧
カセ･ノ･トナンハ一言売み込み

カセ･ソトナンハ一書込み

システム構成

画像処理装置｢IP2000シリーズ+およびカメラ

複数台内蔵のマルチカメラユニットを使ってバー

コードを読み取るシステムを開発した｡

このシステムは,バーコードを使った商品の仕

分けや管理に俵田されるもので,(1)商品の高搬送

速度に対応できる,(2)バーコードをはる位置を特

定する必要がない,(3)形状の異なる商品の混在に

対応できる,(4)同機能のバーコードリーダと比較

して設備や保守雪が低価格であるなどの特徴を

持つ｡

画像処理応用バーコード認識システム
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::機械加工･組立ライン向け生産管理ミドルソフトウェア
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アプリケーション

ソフトウエア
コンペヤ トラッキ 実績収集作業 画面帳票 マスター デバイス
制御信号

管理
ング管理 指示書

管理

管理 管理 テご一夕

管理

管理

ミドルソフトウェア
lマンマシンサボー=lMFILE紳ノーファイル)lビジネスホスト通信管理l

lデータベースサポートIlシステム管理Ilネットワークサポート

l加セス管理IpLC接続サポートトソコン統合ト

基本ソフトウェア 苫濫芸iプ㌻詫ニプルタイム脱RAS醜TCP/■P▼NFSご
注:略語説明ほか

RAS(Rel･abil･ty･Avajlab･l･ty,Serv･Ceab･L･ty),TCP/lP(Trans[■SS■0nControIProtoc州nternetpr｡l｡｡｡1)

[ニコ提供ミドルソフトウェア,[]新規作成瓢分

ソフトウエア構成

::オープン化対応自律分散システム

オープン自律分散システムは,オンラインを+1二

めることなくシステム拡張･保守を可能にするア

ーキテクチャである｡

パソコンやワークステーション,シーケンサと

いったハードウェアを用い,各コンポーネントを

サブシステムとして同時並列的に稼動させる｡す

べてのサブシステムは,クライアント･サーバ両

機能を持ち,自律的にその機能を使い分ける｡そ

の結果,一部のサブシステムが停止した場合でも

他に影響を与えないシステムが構築可能となる｡

今回,従来のHIDICシリーズに加え,汎用OS･ネ

ットワークをサポートし,市販ソフトウェアとの

親和性を強化した｡ま7ご,t要メーカーのシーケン

サにも対応しており,制御系システムと情報系シ

HF-200

[コ･ミ

シーケンサ

イーサネット

Windowsパソコン

[コ
RS-90

歴嗣 圧覇厩
SlO/2α Hシリーズ 他社

■108

ヲ1
表彰

OAデータ

フィールド

FAデータフィールド

システム構成例

加⊥･組立ライン生産管理システム構築の経験

とノウハウを集大成し,FAMASTER,Windows

-パソコン上でも動作するミドルソフトウェアを

開発した｡

(1)コンベヤ制御信号,トラッキング点,作業指

示表示･印刷,実績データ収集などを柔軟に設定･

定義可能とし,ラインに応じたシステム構築が従

来に比べ小さな工数で実現できる｡

(2)自律分散システムの概念を導入し,段階的シ

ステム構築,短期間のシステム変更･拡張,ソフ

トウェア生産性向上,および高信頼性を実現する｡

ステムの統合や,業種･業務を問わない幅広い適用

を可能とした｡

そして,このオープン自律分散システムを実現す

るミドルウェアのパッケージ化(NXシリーズ)を図

った｡パッケージ仕様としては,ワークステーショ

ン･パソコン･シーケンサなどの各ハードウェアに

対応した通信プラットフォームのほかに,プログラ

ミング支援･ネットワーク監視などのユーティリテ

ィを提供し,システム構築･管理を容易なものとして

いる｡また,マルチベンダサポートにより,柔軟なシ

ステム構成を実現し,さらに,Windowsにも対応

しているので,各種流通ソフトウェアを月†いたヒ

ューマンインタフェースの製作･変更がエンドユ

ーザーコンピューティングベースで可能である｡

パッケージソフトウェアー覧(NXシリーズ)

NXD=nk リアルタイムサーバ対応自律分散ネットワーク環境

NXFM FAMASTER対応自律分散ネットワーク環境

NXDDE Windows3.【対応自律分散ネットワーク環境

NXACP シーケンサ対応自律分散ネットワーク環境

(マルチベンダ対応)

NX BOX 周辺機器対応自律分散ネットワーク環境

NXConstructor システム環境設定(伝送メッセージ定義など)支援

NXViewer 自律分散システム環境の稼動情況監視支援

NXUX(計画中) UNIXOS対応自律分散ネットワーク環境



::物流センター稼動シミュレーションシステム
物流センターの建設計画にあたっては,(1)現状

システムの調査と問題点の‡先い出し,(2)新センタ

ーの課題および目標･投資効果の明確化,(3)設備

レイアウトおよび運用の評価と最適案の検討など

を十分に行ったうえで計画をまとめる必要があ

る｡

開発したシミュレーションシステムは,上記エ

ンジニアリング作業の小で,設備レイアウトと運

用をビジュアル化(三次元アニメーション)してシ

ミュレーションを行うためのツールであり,設備

の能力検証,運用上の問題点の確認を行い最適な

システム提案作りに桶川で､きるものである｡

(開発時期:1995年3月)

::自動倉庫システム用電子マニュアル

自動倉庫システム

用電子マニュアル

(運用支援システム)

自動倉庫三次元アニメーション画面

オペレータが短期間の教育で,ますます複雑化,

高機能化する自動倉庫システムの運用が修得でき

るように,自動倉序システム椚電子マニュアルを

開発した｡

マルチメディアを活朋し,自動倉庫の運転,保

守,異常対応などについて情報を提供し,オペレ

ータの教育を支援するものである｡

(1)タッチパネルにより,必要な項目の索引が容易

(2)ビデオ画像により,具体的なイメージが体感

可能

(3)ナレーションやサウンドを加えることによ

り,情報伝達が確実

(開発時期:1995年3月)

;:百貨店向けギフト商品受付･配送管理システム｢ギフトマスタ+
百貨店の株式会社丸升今井に,中元･歳暮など

のギフト商品の受付･配送業務を合理化するシス

テム｢ギフトマスタ+を納入した｡

このシステムは,1995年の中元時期に合わせて

札幌店で稼動を開始した｡

(1)対面式液晶ディスプレイ(顧客側)による受注

内容確認

(2)住所,姓名データベースによる顧客データの

簡易入力

一●ト

l‡

ヾン∨⇒取＼

済
鮮二､､ベ､

器ご
ノ追心′

盤

1＼

㌣ふ､､､･･､欠､,竜d

夏】室….ご/

々′

ぎガ
ぅゎ蜜′､､____/

一.㌦州二っ･〝′

/〆･-が一

■

(3)消費税,値引きを含む商品･配送料金の自動 株式会社丸井今井納め｢ギフトマスタ+

計算

(4)配送伝票の自軌出力(商品アイテムごと)

(5)配送問い合わせに対するオンライン画面検索
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:王トア･スチール株式会社納め超高圧ガス絶縁変電所
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遥一組
275kVガス絶縁受変電設備

く■

トーア･スチール株式会社鹿島製造所納めの275

kVガス絶縁受変電設備は,同社の主力製品である

型鋼,鋼材の新鋭製鋼･圧延工場の電源設備とし

て納入された高電圧,大容量のガス絶縁変電所で

あり,現在好調に稼動中である｡

主な仕様および特徴は次のとおりである｡

(1)概略仕様

(a)275kVガス絶縁開閉装置:5回線

(b)180MVA,100MVA負荷時タップ切換変

圧器:各1台

(c)36kV金属閉鎖型スイッチギヤ:25面

(2)特徴

(a)大型直流アーク炉の運転サイクルに伴う電

圧変動防止のため,275kVの基幹系統から受電

した｡

(b)アーク炉ほかから発生する高調波電流対策

としてフィルタを設けるとともに,フリッカ対

策として静止形無効電力補償装置を設けた｡

(納入時期:1995年3月)

王:6,200kWガスタービンコジェネレーションシステム
近年,多くの企業では,ユーティリティコスト

の低減を図るためコジェネレーションシステムを

導入してきている｡また,環境面から都市近郊では

その原動機として,クリーンな天然ガスを燃料とし

たガスタービンを採用するケースが増えてきている｡

このたび,日清製油株式会社横浜磯子工場にガス

タービン コジェネレーション システムを納入した｡

このシステムでは,追い焚(だ)きバーナ付きボ

イラを採用して,工場内の多様なプロセス蒸気需

要への対応を図っており,電力コスト以外のコス

ト低減を実現した｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)追い焚き付きボイラにより,多様なプロセス

蒸気需要に対応可能

(2)エネルギーを多段階に有効利用することによ

り,システム効率が向上

(3)商用電源停電時でも,自家発電設備によって

重要負荷電源を確保

(4)水噴射でNOxを低減

(納入時期:1995年3月)

飽和蒸気

93.1×104paG45t/h

ガス

タービン

亮屯水

燃焼空気

1,922Nm3/h

都市ガス

(13A)

ガス圧縮機
2,400kg/h

排気ガスポイラ

発電出力

発電機

純水装置

6,2∝)kW

市水

システム概要

100%

(100%)

供給ガス

160,41M+/h
(80.92M+/h)

損

失

電力6,200kW

蒸気45t/h

(14.7t/h)

約7%

(約21%)

ヒートバランス

ボイラ純水

排ガス

連続ブロー

3,600kg/h

追い焚き

1,910Nm3/h

約14%

(約28%)

約79%

(約51%)

総合効率約93%

(約79%)

注:()内数字は追い焚き

なLの場合を示す｡

全体システム構成とヒートバランス




